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■ 会長挨拶 /前野拓郎 会長
今年も余り秋がなく冬になって、街路樹の紅葉が美しく色づきました。12 月は一年の締めく
くりに向け、街全体が華やかになる季節ですよね。そんな中、私たちロータリークラブは、
世界中の人々に支援の手を差し伸べる活動を続けています。その活動の中心となるのが「ロー
タリー財団」です。
ロータリークラブの 11 月は「ロータリー財団月間」でした。ロータリー財団は、教育支援、
地域社会の発展、疾病予防、平和構築、水と衛生環境の改善など、さまざまな分野での奉仕
プロジェクトを支援するために設立されました。今年度も、財団委員会では寄付金を通じて
これらの活動を広げ、より多くの人々に恩恵を届けられるよう取り組んでいます。特に今年
度は、クラブ創立 50 周年記念事業に向けた補助金の申請が進められており、この補助金が
採択されれば、記念事業にふさわしい大規模な事業を展開できることが期待されています。
これらのプロジェクトが成功するかどうかは、会員一人ひとりの協力が鍵となります。
冬の澄んだ空のように、私たちの活動も透明で力強いものでありたいと思います。今後も皆
さまと力を合わせ、地域社会や世界に貢献できるロータリー活動を進めてまいりましょう。どうぞご協力のほど、よろ
しくお願いいたします。

■ 四つのテスト/ 菅野友博 会員
 　「言行はこれに照らしてから」
　　真実かどうか
　　みんなに公平か
　　好意と友情を深めるか
　　みんなの為になるかどうか

■ お客様
 ・なし

■ 委嘱状の授与
 ・海寶勘一 会員　地区大会資格審査委員会委員

■ 入会式　浅野公夫 新会員
はじめまして。本日入会を認めて頂きまし
た千葉信用金庫の浅野と申します。何分
ロータリー参加は初めてですので色々教え
て頂き微力ながら頑張りたいと思います。
宜しくお願いします。

■ 幹事報告
なし

月日：2026年3月14日（土）
会場：京成ホテルミラマーレ

千葉西ロータリークラブ
創立50周年記念例会

地区ロータリーデー

2025 年 3 月 9 日 ( 日 )

千葉マリンスタジアム
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■ 委員会報告
親睦活動委員会
12 月 21 日（土）18:00 みやざき俱楽部で忘年家族例会を開催いたします。
アクセスについてご説明します。提携駐車場は工事の関係で満車が続く日があり駐車は 10 台ほどの
予想です。満車表示が出た時点でクラブ Line よりご案内いたします。坂道をくだったところに三井
のリパークございます。有料にはなりますがそちらに駐車いただけたらと思います。会場まで徒歩 5
分ほどです。ご足労をお掛けします。
また千葉寺駅からは徒歩 6 分ほど、JR 蘇我駅には送迎バスを 17:15、17:40 と 2 回にわけて親睦
活動委員がご案内します。詳細は再度メールと LINE にてご案内しますのでご確認ください。
現在参加は 90 名、千城ウインドシンフォニカの演奏と大抽選会の企画です。ご不便をお掛けしますがどうぞ宜しくお
願いします。ありがとうございます。

■ クラブフォーラム ロータリー財団委員会担当　中村ロータリー財団委員長
クラブフォーラム趣旨説明　大森薫創立 50周年実行副委員長

藤崎泰裕創立 50周年実行委員長
千葉西ロータリークラブ創立 50 周年記念事業
千葉西ロータリークラブ創立 50 周年記念ジョイントコンサート
日　時：2025 年 12 月 20 日（土）リハーサル
　　　　2025 年 12 月 21 日（日）コンサート
会　場：千葉市文化センター

演奏の場のない中高生
千葉県の令和５年度入試では、最も倍率が高かった高校が東葛飾高校の 1.96 倍。次いで県立船橋高
校（普通科）で 1.74 倍でした。「とうかつ」も「けんふな」も、超レベルの高い人気校ですが、それ
でも２倍を切る倍率・・・。かつては４倍以上ありました。
千葉県の公立高校全体で見ると、令和５年度も定員割れが数多く見られ、全日制高校 127 校のうち、
二次募集を行った高校は 56 校。全体の４割以上の高校が定員割れを起こし、2,244 名分の二次募集
を実施しました。
ちなみに前の年（令和４年度）は、全日制で 60 校、2,312 名分の二次募集を行いました。
そのような中、硬式野球部では、部員が足らず試合に出れない高校が 17 校、すでにジョイントチームを結成して試合
に臨んでいます。
吹奏楽部では、部員が５人以下という高校が 15 校あり、演奏が出来ず、コンクールにも出場できないでいます。
そこで、千葉西ロータリークラブは創立記念 50 周年記念事業の一環として、中高生の夢を叶えるためのジョイントコ
ンサートプロジェクトチームを結成し、コンサート開催に向けて会員一丸となり取り組みます。

ジョイントコンサート実施特別委員会　（ジョイントコンサートプロジェクトチーム）
　委　員　長　大 森 　 薫
　副委員長　長 坂 圭 将
　委　　員　野 城 隆 憲・白 井 貴 博・荘 司 芳 樹・川﨑美嘉子・依 田 和 孝・真 野 匡 章
　　　　　　海 寶 勘 一・遠 藤 　 平・前 野 拓 郎・須 藤 郁 雄・中 村 武 弘・花 光 和 久
　　　　　　並 木 瑛 夫・吉 野 秀 和・花 嶋 　 実・賀 来 　 寛・友 田 直 人・高橋健一郎
　　　　　　坂 本 政 和・佐 藤 善 一・稲葉壮一朗・山 田 　 剛
　　　　　　桜 井 隆 宏・今 野 文 明・北 村 悠 介・藤 﨑 泰 裕

公益信託千葉西ロータリークラブ青少年育英基金
日　時：2026 年 3 月 14 日（土）式典・祝賀会
会　場：京成ホテル　ミラマーレ

この基金は、平成３年 9 月 19 日に公益信託の受益者東洋信託銀行と信託契約を締結し発足しました。（署名人第 17 
代金谷会長）そもそもこの奨学金制度は、当クラブの設立 10 周年記念事業の一環として、次代を担う地域社会の青少
年の健全育成に役立つ育英事業を行うことを目的に、昭和 54 年に発議し、同年 7 月会員の拠出金「ニコニコＢＯＸ」
の中から拠出し積立を始めました。
昭和 58 年 12 月、初期の基金目標額 1,000 万円に達しました。その後さらに基金の積み増しを図り、これら運営方
法について税制上の優遇措置のある“財団法人化”など種々検討しましたが、現状の資産では困難との結論を得たので、
昭和 60 年 7 月当クラブに内に「千葉西ロータリークラブ青少年育英金」の設立を決議し、昭和 61 年 4 月から、この
基金の運用果実をもって千葉市内高校生に対して奨学金の支給を開始しました。
更に奨学援助活動を充実、発展させるため平成 2 年 6 月、当クラブ理事会に於いて、公益信託への意向が承認され、平
成 3 年 9 月本基金「1,400 万円」の公益信託設定ついて、千葉県教育委員会の認可を得て、東洋信託銀行（現三菱
UFJ 信託銀行）との間で「公益信託 千葉西ロータリークラブ青少年育英基金信託契約」を締結し新発足しました。
＊参考文献「千葉西ロータリークラブ 20 年の軌跡」78 頁＊
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先輩諸兄が育んできました基金のより充実化を目的に、青少年育英基金募金プロジェクトチームを結成し、創立記念 50 
周年記念事業の一環として、取り組みます。

青少年育英基金寄付プロジェクトチーム
　委　員　長　西 川 　 昇
　副委員長　渡 邉 岳仁
　委　　員　荘 司 芳 樹・飯高喜代志・宮 川 忠 士・足 立 啓 輔・花 光 和 久
　　　　　　山 本 康 昭・平塚五郎治・遠 藤 　 平・川 島 治 代・野口アキ子・川 城 孝 夫
　　　　　　遠藤あけみ・本 橋 和 也・小松喜久子・福 井 勝 一・菅 野 友 博
　　　　　　小 池 博 子・浅 野 公 夫
　　　　　　前 野 拓 郎・桜 井 隆 宏・今 野 文 明・北 村 悠 介・野 城 隆 憲・真 野 匡 章
　　　　　　白 井 貴 博・川﨑美嘉子・藤 﨑 泰 裕

千城ウインドシンフォニカ　森川知子
ジョイントコンサート事業の目的
全国的な生徒数の減少に伴う部員減により、千葉市内の中学校・高等学校の部活動（主として吹奏楽部）
においても、発表機会としての自主公演の機会が減少している。こうした小規模校の部活動殿ジョイ
ントコンサートを、演奏会経験の豊富な地元の市民吹奏楽団とともに実施することにより、コンサー
トホールに於いて大勢での演奏を行う体験を通じて、官・民・学を通じた創造と協働、喜びの経験を
分かち合う場を創出するとおもに将来への吹奏楽部をはじめとする部活動の普及・発展に貢献し、今
後拡大される部活動の地域移行の一翼を担う人材育成や交流の契機とすることで、地域や行政の進め
る長期的な文化の発展を支援することを期待し、以て県土市域における青少年育成環境の更なる醸造を図るものです。

補助金申請の経験より　花光和久
千葉西 RC での地区補助金の活用は、2017 ～ 2018 年度大森会長から、地区補助金を活用したい
と話から始まりました。
当時私は、クラブ奉仕委員長（会長エレクト）で、過去に補助金の活用をしていない事は承知してい
ましたが、さてどの様な事業を対象にしたら良いか直ぐに頭に浮かばなかったのです。最大 60 万円
補助を受けられるという事は、総額 120 万の事業ですので、頭には、すぐに浮かびませんでした。
しかし大森会長から、今回は初めてだから、どの様な手順で進めるのかを経験することが大事だと言
われ、ふれあい花壇事業に活用をした所です。
申請書作成の中で悩んだのは、この事業の意義効果を、簡潔に記載しなければいけないので推敲を重
ねました。また補助金決定後に地区から、稲毛駅で PR チラシの配布依頼があり、公道では、無断で
ビラ配りは出来ないので、道路使用許可を警察署に申請し、また幟も出してくれとの事で、街路樹に付ける為は、稲毛
花見川土木事務所の許可が必要とありました。
それでも良い経験になりました。

千葉西ロータリークラブ創立 50周年記念式典について　海寶勘一
式典委員会企画案件

【主旨】創立 50 周年を迎えて、千葉西ロータリークラブを創立した先達の活動を尊敬し、これまで半
世紀のクラブ運営と奉仕活動の基盤を構築して頂いたご尽力に深く感謝をする。
これから迎える 50 年の新たなスタートの記念事業を構築し、これからの要になる若い会員
皆さんの活躍に期待して、世界親善平和と地域社会への貢献を目指して、新たな新世代の
育成を念頭にして、千葉西ロータリークラブ運営の歴史をスタートさせる。

【案件】創立 10 周年時に設立した、「公益信託千葉西ロータリークラブ青少年育英基金」は永遠の最
も大切な奉仕活動です。よって、今後も千葉西ロータリークラブの奉仕活動の心柱として青少年育成
事業を充実継承させる。
そのためには、44 年間継承してきた青少年育英基金と併せて、中高校生の青少年育成の支援中核として、音楽教育サー
クルリーダーの支援育成と地域社会との共生を新たな活動として発足させる。

【記念活動計画】
①公益信託千葉西 RC 青少年育英事業に関して、過去に奨学金の授与をうけた 219 名の方からの、学生時代と成人に成
長する過程での体験発表を依頼する。
会員からの寄附だけでなく、クラブを超えた募金活動を考察するなかで、全てを記念式典で実行させるのでなく、地道
なクラブ活動の継承に結び付けることが肝心。
②50 周年記念式典を機会に、今後の新たな青少年育成事業とさせるべき、中高生向けの音楽教室は、技量の向上と演奏
発表だけでなく、学校内やサークルでのリーダーとして、奉仕の理念を伝承できる環境構築を目指します。
今後千葉西 RC の新しい 50 年を見据えて、音楽演奏レベルアップを通した人間形成の学びと地域社会への貢献、国際
理解と平和を心得ていきたいものです。
創立式典前の 12 月に千城ウインドシンフォニカ楽団の支援を受けて共催する、中高生の音楽リーダー育成コンサート
については、公開コンサート開催費用の半額をロータリー財団地区活動補助金申請し、ロータリー精神の啓発とする。
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クラブ広報・ロータリー情報委員会  【委員長】 荘司芳樹　 【副委員長】 遠藤　平・藤﨑泰裕　 【委員】  依田和孝
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■次週プログラム

　12月21日（土）

　　「忘年家族例会」

　みやざき俱楽部

　点鐘18:00

44

41 10 5 8718 549,000

11,00075.6131 0

 ニコニコBOX
 ・ 平塚…来たる12/24 に７５才の誕生日を迎えます。
 ・大森…50 周年事業のジョイントコンサートの説明をさせて頂きました。
 ・花光…新入会員の浅野さんよろしくお願いいたします。
 ・前野…浅野さん本日は入会おめでとうございます。
 ・桜井…浅野さん入会おめでとうございます。

 1 月プログラム
 ・ 7日　新年例会　点鐘 18:00 新春寄席（京成ホテルミラマーレ）
 ・14日　休会
 ・21日　創立記念例会（京成ホテルミラマーレ）（寄付金受付）
 ・28日　第 33 回インターアクト国外研修報告（京成ホテルミラマーレ）

  12月プログラム
 ・ 3日　会長卓話（京成ホテルミラマーレ）年次総会
 ・10日　クラブフォーラム（京成ホテルミラマーレ）（寄付金受付）
 ・17日➡21日（土）忘年家族例会（みやざき倶楽部）
 ・24日　休会
 ・31日　休会


